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当たり 250kW）で、風力発電 1 機分と同等であ
る。実用に際しては洋上で複数体を連結する洋上
ファーム方式が構想されており、例えば 40 体連結
の場合には最大 30MW 発電できる可能性がある。
これは、2 万世帯分に相当する規模であると報告さ
れている 4）。英国政府は、商用化を目指した実証実
験をこの夏から進めている。英国コーンウォール沖
での洋上ファーム（Wave Hub Project）で、世界初
かつ最大級の再生可能エネルギー洋上発電ファー
ムを築き、スコットランド地方を海洋エネルギー
開発において世界一にすることを目指している。
　これら全ての波力発電システムは、海洋に固定
設置する必要が無いため、これまでの課題の解決
策として注目されている。
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